
 

 

 
 
 
 
 

滋賀県史のあり方検討懇話会の設置について 

 

 

（１）概要                                          

明治５年（1872 年）９月 29 日に滋賀県と犬上県が合併し、現在の県域と同じ滋賀県が誕

生した。令和４年９月に滋賀県誕生 150 周年の節目を迎えることから、「滋賀県政 150 周年

記念事業」の主な取組の一つとして、新たな「滋賀県史」の編さんに着手する。 

今年度は、有識者等からなる「滋賀県史のあり方検討懇話会」を設置し、どのような県史

を編さんするかについて幅広く意見を聴取し、県史の編さん方針となる「滋賀県史編さん大

綱」を策定する。  

 

＜県史編さん趣旨＞ 

① 歴史に学び、誇りと愛着を育み、未来を考える契機とする 

これまでの本県の歩みや先人の努力と知恵を振り返り、湖国の歴史に学び、ふるさと滋

賀に一層の誇りと愛着を育み、未来を考える県民共有の財産として後世に伝える。 

② 貴重な関連資料の収集・保管・散逸防止を図る 

前回、編さんされた第２期の県史『滋賀県史 昭和編』から、約 50 年が経過している

ことから、新たな県史編さんにより本県の歴史にまつわる貴重な関連資料を収集・保管

し、その散逸防止を図る。 
 

（２）検討事項                                      

① 編さんの趣旨 

② 対象とする年代 

③ 県史の構成（編立て、巻数、分量など） 
④ 編さんの期間および組織 

⑤ 県民参加の方法  等 

   

（３）検討スケジュール                                  

       令和４年５月 31 日   第１回懇話会開催 

       令和４年７月中旬頃  第２回懇話会開催 

令和４年９月上旬頃  第３回懇話会開催 

令和４年 10 月中旬頃   第４回懇話会開催 

令和４年 11 月頃    県民政策コメントの実施 

令和５年２月頃    「滋賀県史編さん大綱」の策定 

 

  （４）懇話会委員                                     

１２名 （裏面のとおり）  
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